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宿泊場所
６日大和屋

大谷屋
７．８日久保治

奈良県吉野郡天川村和田4 7 6
奈良県吉野郡天川村栃尾3 7 5 - 3
奈良県吉野郡天川村洞川2 2 1

第5 0 回先駈修行醐青連会員行程表
日時 Ｎｏ． 地点 到着時間 出発時間 備考１ 備考２ 車時間
6/５
6/６
(木）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

１１

１２

１３

1４

１５

１６

１７

１８

醍醐寺三宝院
醍醐寺三宝院※
女人堂※

上醍醐寺務所※
三宝院※

奥之院御廟※
奥之院手前の食堂

車移動
天狗木
高野谷
石木谷

野川弁財天
車移動
広瀬
山西
庵住
篭山

大和屋･ 大谷屋

１７: ００～

５:３０
６ ００

６ 5０
８ 1０

１１：３０
１２ 1０

１２ ３０

1２ ５０

1３ 1０

1３ ５０

1４ ３０
1４ ４５

１５:３５

1６ 1５

1６ ３５

１７ ３０

０５: ５０

６：１０

７ 3０

８ 3０

１２：１０
1２ 3０
1２ ５０

1３ ００

1３ 4０

1４ ００

1４ ４５

1５ ０５

1５ ０５

1５ ４５

1６ 2０

1６ ４５

宿泊
おつとめ

諸堂巡拝

おつとめ
昼食

おつとめ

おつとめ

ﾄ イレ

夕食･ 宿泊

夕食

登り4 0 分
巡拝4 0 分
高野山に向け出発
伽藍から奥之院まで徒歩

中の橋駐車場より乗車

野川弁天手前でﾄ イレ

野川弁天駐車場から
トイレのあるカーブ
みずI まの湯
キャンプ場
役場
受付

※印につきま
しては､ 時間
が変更となる
場合が､ ござ
います。

７
１
／
金
６
１

１９

2０

２１

２２

２３
2４

２５

２６

２７

２８

大和屋･ 大谷屋
九尾

天河弁財天社
来迎院
役場
ミタライ渓谷
虻峠
洞川駐車場
龍泉寺
久保治旅館

０７: ２５

０８ ００
0８ ２５
０９ ２０

1０ 1５

１１ ００

１２ ００

1４ ００

１５ ４０

０６:３０

０７ ３５

０８ 2０

０８ ３５

０９ ３０
1０ ２５

１１ 1０

1３ ４５

1５ ３０

朝食･ 出発

ﾄ イレ

ﾄイレ
ﾄ イレ
ﾄイレ
昼食

夕食･ 宿泊

一般参加合流

柴燈護摩供
受付

6/８
(士）

２９
３０

３１

３２

龍泉寺
小篠道場
大峯山寺
洞川

０７:２０
０９ 3０

１５ 3０

０３: ００

０８ ３０

１１ ００

朝食

昼食
夕食･ 宿泊

昼食弁当受け取る
柴燈護摩供
柴燈護摩供

大峯山

6/９
(日）

３３

３４
３５

３６

３７

龍泉寺
鳳閣寺
蔵王堂
近鉄吉野駅
醍醐寺三宝院

０８:００
１１ 3０
１２ 3０

1６ 3０

０３:５０
0８ ５０
１２ ００

１３ ００

朝食
柴燈護摩供

駈出護摩後､ 解散

吉野下り
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ 　　　１

一
、
修
験
道
【
歴
史
】

　
修
験
道
は
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
が
外
来
の
密
教
・
道
教
・
儒
教
な
ど
の
影
響
の
も
と
に
、
平

安
時
代
末
に
至
っ
て
一
つ
の
宗
教
体
系
を
作
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
修
験
道
は
、

特
定
教
祖
の
教
説
に
も
と
づ
く
創
唱
宗
教
と
は
違
っ
て
、
山
岳
修
行
に
よ
る
超
自
然
力
の
獲
得

と
、
そ
の
力
を
用
い
て
呪
術
宗
教
的
な
活
動
を
行
な
う
こ
と
を
旨
と
す
る
実
践
的
な
儀
礼
中
心
の

宗
教
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
は
古
来
、
山
岳
は
神
霊
の
い
る
他
界
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
奈
良
時
代

に
な
る
と
、
外
来
の
仏
教
や
道
教
の
影
響
を
う
け
た
宗
教
者
た
ち
が
山
岳
で
修
行
し
た
う
え
で
、

陀
羅
尼
や
経
文
を
唱
え
て
呪
術
宗
教
的
な
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
の
ち
に
修

験
道
の
開
祖
に
仮
託
さ
れ
た
役
小
角
も
、
葛
城
山
で
修
行
し
た
山
林
修
行
者
の
一
人
で
あ
る
。

　
平
安
時
代
に
な
る
と
、
最
澄
・
空
海
に
よ
る
山
岳
修
行
の
提
唱
も
あ
っ
て
、
宗
教
僧
た
ち
も
好

ん
で
山
林
修
行
を
行
な
っ
た
。
醍
醐
寺
を
創
建
し
た
真
言
宗
の
聖
宝
、
比
叡
山
の
回
峰
行
を
始
め

た
相
応
な
ど
は
と
く
に
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
山
岳
修
行
の
結
果
、
加
持
祈
禱
に
お
い
て
い
ち
じ

る
し
い
効
験
を
あ
ら
わ
し
た
密
教
僧
は
、
修
験
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
修
験
者
は
山
に

臥
し
て
修
行
し
た
こ
と
か
ら
、
「
山
臥
」
と
呼
ば
れ
も
し
た
。
修
験
者
は
や
が
て
、
吉
野
の
金
峯

山
や
熊
野
を
拠
点
と
し
て
大
峯
山
に
入
り
、
山
上
ヶ
岳
、
小
篠
、
笙
の
岩
屋
・
前
鬼
な
ど
の
霊
地

で
修
行
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
皇
族
や
貴
族
の
御
嶽
詣
（
金
峯
山
参
詣
）
や
熊
野
詣
の
先
達
を
つ

と
め
た
り
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
中
央
で
は
熊
野
を
拠
点
を
し
た
熊
野
山
伏
、
金
峯
山
で
修
行
し
た
大
和

の
諸
大
寺
に
依
拠
し
た
廻
国
修
験
者
の
、
二
つ
の
修
験
集
団
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
前
者
の

熊
野
山
伏
は
、
三
井
寺
の
増
誉
が
熊
野
三
山
検
校
に
な
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
末
に

は
三
井
寺
末
の
聖
護
院
を
総
本
山
と
す
る
修
験
教
団
（
本
山
派
）
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
後
者
の
廻
国
修
験
者
も
興
福
寺
の
後
だ
て
の
も
と
に
当
山
派
と
呼
ば
れ
る
教
団
を
作
り

あ
げ
た
。
し
か
し
室
町
時
代
中
頃
か
ら
醍
醐
三
宝
院
の
管
轄
下
に
入
り
、
聖
宝
を
派
祖
に
仮
託
し

て
、
真
言
系
の
修
験
教
団
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
羽
黒
山
、
彦
山
な
ど
遠
国
の
山
岳
に
依
拠
し

た
山
伏
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
宗
派
を
形
成
し
た
。
修
験
者
は
中
世
期
を
通
じ
て
全
国
各
地
の
山

岳
で
修
行
し
、
ま
た
村
々
を
遊
行
し
た
。
修
行
・
呪
術
宗
教
的
活
動
・
芸
能
な
ど
の
伝
播
か
ら
、

は
て
は
間
諜
と
し
て
な
ど
、
多
方
面
な
活
動
を
行
な
っ
た
。

　
近
世
期
に
入
る
と
江
戸
幕
府
の
政
策
も
あ
っ
て
、
全
国
各
地
の
山
伏
は
本
山
派
か
当
山
派
の
い

ず
れ
か
に
所
属
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
遊
行
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
町
や
村
に
定
着
し
、
も
っ
ぱ

ら
加
持
祈
禱
や
呪
法
な
ど
の
呪
術
宗
教
的
活
動
に
従
事
し
た
。
こ
の
頃
に
は
修
験
者
の
影
響
も

あ
っ
て
、
大
峯
山
・
富
士
・
木
曽
御
嶽
・
白
山
・
立
山
・
出
羽
三
山
・
石
鎚
山
・
彦
山
な
ど
、
全

国
各
地
の
霊
山
で
庶
民
の
講
に
よ
る
登
拝
が
し
き
り
に
行
わ
れ
た
。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　
明
治
五
年
、
修
験
道
は
廃
止
さ
れ
、
本
山
派
の
修
験
者
は
天
台
宗
、
当
山
派
の
修
験
者
は
真
言

宗
に
所
属
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
に
神
職
に
な
っ
た
り
、
帰
農
し
た
修
験
者
も
多
い
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、
真
言
宗
醍
醐
派
（
総
本
山
三
宝
院
）
、
本
山
修
験
宗
（
総
本
山
聖
護

院
）
、
金
峯
山
修
験
本
宗
（
総
本
山
金
峯
山
寺
）
、
修
験
道
（
総
本
山
五
流
尊
滝
院
）
な
ど
の
修

験
教
団
が
相
つ
い
で
独
立
し
、
修
験
道
は
ふ
た
た
び
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
　
修
験
道
の
思
想
や

儀
礼
は
、
峰
入
修
行
に
よ
る
即
身
成
仏
を
そ
の
眼
目
に
す
え
て
展
開
し
て
い
る
。
ま
ず
依
経
は
、

教
義
上
は
山
中
の
森
羅
万
象
そ
の
も
の
を
経
と
す
る
と
い
う
よ
う
に
特
定
の
経
を
立
て
ぬ
こ
と
を

旨
を
す
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
般
若
心
経
・
法
華
経
と
く
に
普
門
品
、
本
覚
讃
、
陀
羅
尼
、
法

号
な
ど
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
。
次
に
崇
拝
対
象
は
、
基
本
的
に
は
大
日
如
来
と
金
剛
界
・
胎
蔵

界
の
曼
荼
羅
を
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
大
日
如
来
の
教
令
輪
身
と
い
わ
れ
る
不
動
明
王
や
そ

の
両
童
子
が
崇
拝
さ
れ
た
。
ま
た
金
峯
山
で
は
役
小
角
が
感
得
し
た
金
剛
蔵
王
権
現
、
大
峯
八
大

童
子
、
熊
野
山
で
は
熊
野
権
現
が
崇
め
ら
れ
た
。
修
験
道
で
は
峰
入
修
行
が
行
な
わ
れ
る
山
岳

は
、
大
日
如
来
の
金
胎
の
曼
荼
羅
で
、
山
中
の
自
然
現
象
は
す
べ
て
大
日
如
来
の
説
法
で
あ
る
。

そ
し
て
修
験
者
は
、
全
体
と
し
て
大
日
如
来
と
自
己
の
成
仏
の
可
能
性
を
示
す
衣
体
を
身
に
つ
け

て
山
中
に
入
り
、
崇
拝
対
象
を
崇
め
る
。
そ
し
て
成
仏
過
程
に
な
ぞ
ら
え
た
十
界
修
行
を
な
し
、

そ
の
最
後
の
正
灌
頂
で
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
秘
印
を
授
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
身
成
仏
し
う
る

と
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
即
身
成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
正
灌
頂
を
あ
わ
せ
て

授
け
ら
れ
る
柱
源
供
養
法
な
ど
に
よ
る
と
、
修
験
者
自
体
が
天
と
地
を
結
ぶ
柱
に
な
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
峰
入
修
行
に
よ
っ
て
成
仏
し
た
こ
と
を
よ
り
リ
ア
ル
に
受
け
と
め
さ
せ
る
た

め
に
、
峰
中
修
行
の
際
に
死
・
受
胎
・
母
胎
で
の
生
育
・
誕
生
を
示
す
儀
礼
も
行
な
わ
れ
た
。
峰

入
修
行
を
お
え
た
修
験
者
は
、
峰
中
で
獲
得
し
た
験
力
を
示
す
た
め
に
、
火
渡
り
・
刃
わ
た
り
・

護
法
や
動
物
霊
を
使
役
す
る
な
ど
の
験
術
を
行
な
っ
た
。
羽
黒
山
の
烏
と
び
、
吉
野
の
蛙
と
び
な

ど
は
こ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
験
力
を
用
い
て
、
小
祠
の
祭
り
・
加
持
祈
禱
・
卜
占
・
巫
術
・

調
伏
・
憑
き
も
の
お
と
し
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
行
な
っ
た
。
（
修
験
道
辞
典
よ
り
抜
粋
）

　
聖
宝
理
源
大
師
が
寛
平
九
年
に
勅
を
賜
り
金
峯
山
を
開
く
と
あ
り
宇
多
天
皇
を
連
れ
吉
野

か
ら
大
峰
に
入
る
、
此
の
事
か
ら
修
験
道
中
興
の
祖
と
祀
ら
れ
る
、
円
珍
智
證
大
師
が
熊
野

で
修
行
し
て
い
た
が
、
大
峰
に
入
っ
た
記
録
は
な
く
二
〇
〇
年
後
の
天
台
宗
の
増
誉
僧
正
が

寛
治
四
年
に
白
河
法
皇
を
連
れ
熊
野
よ
り
大
峰
山
に
入
っ
た
の
が
本
山
派
の
始
ま
り
と
す
る

が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
補
　
記

３ ４ 



①
、
修
験
道
と
は
（
修
験
心
鑑
書
よ
り
） 

 
修
行
し
、
清
浄
に
な
り
智
慧
を
得
、
明
ら
か
に
知
る
こ
と
。 

悟
り
を
知
り
大
き
な
道
を
歩
む
こ
と
、
悟
り
の
道
を
歩
む
事
、 

　
人
は
元
々
清
浄
で
、
悟
り
を
知
っ
て
い
る
只
々
煩
悩
の
垢
の
よ
り
、
悟
り
の
道
が
見
え
て

い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
智
慧
を
持
っ
て
、
垢
を
取
り
悟
り
の
道
を
開
い
て
、
ひ
た
す
ら
歩
む

そ
し
て
菩
提
を
知
り
「
菩
提
行
」
（
小
乗
）
又
、
菩
薩
の
道
を
帰
る
「
菩
薩
行
」
（
大
乗
）

清
浄
な
る
心
で
衆
生
の
闇
を
除
く
、
苦
を
抜
き
楽
を
与
え
る
。 

上
求
菩
提
（
白
）
、
下
化
衆
生
（
黒
） 

　
世
間
を
離
れ
修
行
す
る
（
捨
身
の
行
） 

　
平
等
を
意
識
す
る
修
行
、
修
行
は
心
の
徳
を
積
む
事 

②
、
先
達
と
は
（
菩
薩
行
） 

 

導
く
者
。
垢
を
除
き
、
智
慧
を
授
け
る
者
。
良
く
知
り
良
く
明
ら
か
に
す
る
事
が
肝
心 

   

垢
の
除
き
方-

驚
か
す
、
体
力
を
無
く
す
、
集
中
さ
せ
る
、
繰
り
返
す
、
懺
悔
、
無
言
行 

 

し
か
し
、
垢
を
嫌
わ
ず
悟
り
を
求
め
ず
の
心
も
必
要
で
あ
る
、
唯
々
歩
く
事
を
知
る
。 

③
、
大
峰
山
の
歩
き
方
（
入
峰
修
行
前
に
言
っ
て
い
る
事
私
記
） 

一
、
先
達
の
言
う
事
は
絶
対
で
有
り
ま
す
。
「
安
全
に
修
行
す
る
た
め
」 

一
、
先
達
（
前
の
人
）
の
足
元
を
見
て
同
じ
よ
う
に
足
を
運
ぶ
と
楽
に
登
れ
る
。 

一
、
無
言
で
歩
く
事
。
（
自
分
と
向
き
合
う
）
　
声
を
出
し
て
良
い
の
は
読
経
の
時
、
人
と
す
れ
違
う
時
の 

　
　
大
き
な
声
で
挨
拶
「
よ
う
お
ま
い
り
」
（
前
後
か
ら
人
が
来
て
る
事
を
知
ら
せ
る
意
） 

　
　
体
調
の
悪
い
時
、
休
憩
の
時 

一
、
呼
吸
を
意
識
し
て
、
体
力
の
６
割
く
ら
い
を
使
う
つ
も
り
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
歩
く
事
。 

一
、
後
ろ
を
歩
く
人
の
こ
と
も
考
え
て
、
石
を
転
が
さ
な
い
、
木
の
枝
な
ど
引
っ
張
ら
な
い
。 

一
、
読
経
の
時
の
祈
る
事 

１
、
修
行
が
無
事
終
わ
る
よ
う
に
願
う
。 

                               

２
、
今
こ
こ
に
居
れ
る
の
は
家
族
が
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、 

                                      

周
り
の
人
達
の
健
康
や
幸
せ
を
願
う
。 

                               

３
、
自
分
自
身
の
願
い
事
。 

一
、
門
や
仏
様
の
祀
っ
て
い
る
所
で
は
、
入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
と
い
う
気
持
ち
で
一
礼
、 

                                                

出
る
時
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
一
礼
す
る
。 

一
、
女
人
結
界
と
は 

        

そ
の
昔
、
役
行
者
様
が
修
行
の
た
め
山
に
入
る
と
、
心
配
す
る
母
が
付
い
て
来
る
の
で
危
険
な
山
に
入
れ 

       

る
事
は
出
来
な
い
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
付
い
て
来
る
母
に
、
こ
こ
か
ら
は
女
性
の
方
は
入
る
こ
と
が 

       

出
来
な
い
聖
域
と
母
を
想
う
愛
情
か
ら
言
い
出
来
上
が
っ
た
と
さ
れ
る
。 

        

あ
る
説
に
は
女
性
は
子
を
産
む
の
苦
し
み
を
知
っ
て
い
る
が
、
男
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
為
大
峰
山
修
行
し 

       

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。 

        

日
々
、
母
や
妻
な
ど
女
性
に
世
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
方
が
、
女
性
か
ら
離
れ
て
修
行
す
る
事
に
よ
り
、 

       

炊
事
洗
濯
な
ど
女
性
の
苦
し
み
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
感
謝
の
念
を
生
み
平
等
を
知
る
よ
う
。 

一
、
大
峰
山
系
は
毎
年
数
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
危
険
な
山
で
あ
る
こ
と
に
気
を
つ
け
、
心
し
て
入
る
事 

５６ 



④
、
本
尊
観 

 
当
山
派
で
は
二
種
あ
り
即
ち
有
相
の
本
尊
、
無
相
の
本
尊
な
り
、
そ
の
中
で
無
相
を
以
っ
て
最
初

の
本
尊
と
す
る
が
故
に
専
ら
自
身
自
供
養
と
称
し
、
自
身
即
仏
の
観
想
に
住
し
て
自
身
に
投
華

し
、
自
身
に
灌
頂
し
、
自
己
の
本
仏
に
供
す
る
を
以
て
無
相
最
勝
の
瑜
伽
と
す
（
大
日
経
の
説
） 

　
有
相
の
本
尊
と
は
、
一
に
峰
の
本
尊
、
峰
中
の
巖
石
、
草
木
等
を
持
っ
て
法
身
大
日
如
来
と
観

ず
る
。
二
に
宿
本
尊
と
し
て
先
達
、
新
客
の
二
柱
を
本
尊
と
す
。
三
に
床
本
尊
と
し
て
山
上
修
行

た
る
床
堅 

床
定
と
言
う
が
如
き
修
行
時
に
て
、
我
即
大
日
の
覚
り
を
得
て
仏
身
を
成
ず
る
行

者
、
及
び
仏
身
を
成
ぜ
し
め
る
、
例
え
ば
諸
道
具
如
き
を
本
尊
と
す
。
（
修
験
大
要
） 

 

修
験
行
者
が
駈
入
の
夕
よ
り
駈
出
の
朝
に
至
る
ま
で
、
己
が
修
行
の
成
辨
を
祈
る
は
不
動
一
尊

で
あ
り
。
其
の
奧
秘
は
自
身
を
明
王
と
觀
じ
、
未
達
の
行
者
は
明
王
の
眷
属
で
あ
る
童
子
な
り
と 

観
想
し
て
慈
愛
を
垂
れ
て
修
行
円
満
を
期
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

　
大
日
所
変
の
不
動
明
王
は
不
動
一
尊
独
一
無
伴
の
位
で
あ
り
、
釈
迦
所
変
は
不
動
三
尊
で
普
賢

菩
薩
は
矜
羯
羅
童
子
、
文
殊
菩
薩
は
制
咜
伽
童
子
で
あ
り
ま
す
。
大
日
如
来
を
勧
請
す
べ
き
修
験

行
者
が
不
動
一
尊
に
帰
命
す
る
の
は
大
日
如
来
の
教
令
輪
。
即
ち
大
日
如
来
の
令
旨
を
受
け
て
剛

強
難
化
衆
生
を
化
益
し
給
え
る
故
で
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
に
『
教
令
輪
と
は
忿
怒
心
を
現
ず
、
大
悲

を
起
す
に
よ
り
て
威
猛
を
現
ず
る
故
な
り
』
と
あ
る
、
大
悲
は
愛
の
一
面
で
苦
し
み
を
抜
く
の
が

主
眼
で
あ
る
か
ら
明
王
は
何
時
も
奴
僕
三
昧
の
お
姿
で
活
動
的
で
有
る
。 

　
此
事
に
付
い
て
、
慧
印
儀
軌
の
五
重
の
法
流
の
中
に
『
法
身
の
如
来
は
浄
土
を
卜
す
と
雖
も
己

の
が
身
の
外
に
非
ら
ず
、
如
来
の
心
は
自
己
の
心
な
り
、
大
慈
の
為
に
荘
厳
相
好
の
形
を
現
し
、

大
悲
の
為
に
は
暴
悪
憤
怒
の
形
を
示
さ
れ
て
い
る
、
如
来
は
大
慈
大
悲
を
共
に
含
ん
で
い
る
か
ら

果
に
止
ま
ら
ず
因
に
向
っ
て
利
益
を
発
す
故
に
阿
遮
羅
明
王
（
不
動
明
王
）
一
尊
に
止
ま
る
の
で

あ
る
』
此
れ
が
聖
宝
尊
師
の
お
説
き
に
成
ら
れ
た
理
智
不
二
界
会
の
三
昧
に
住
す
る
由
縁
で
あ

る
。
（
従
因
至
果
、
従
果
向
因
、
非
因
非
果
） 

　
こ
の
明
王
の
実
体
は
即
ち
阿
吽
の
合
成
で
あ
っ
て
行
者
の
呼
吸
、
即
ち
気
息
に
帰
着
す
る
の
で

あ
る
。
理
智
不
二
説
で
は
智
は
生
の
法
、
理
は
滅
の
法
、
即
ち
阿
吽
合
成
の
相
は
不
二
法
、
不
生

不
滅
に
住
す
る
義
で
す
。
此
の
理
智
不
二
礼
讃
に
説
く
と
こ
ろ
の
智
に
は
相
（
姿
、
形
）
を
説

き
、
理
に
は
性
（
本
体
、
本
質
、
原
因
、
不
変
な
本
性
）
を
説
か
れ
て
居
り
、
相
は
有
形
で
あ
る

か
ら
生
の
法
、
性
は
無
形
で
あ
る
か
ら
滅
の
法
、
慧
印
の
説
く
所
の
不
二
の
法
は
生
滅
を
共
に
含

め
る
故
に
不
生
滅
に
住
す
。
相
に
は
難
苦
の
行
を
修
し
、
性
に
は
観
解
の
行
を
修
す
る
の
で
あ

る
、
物
事
を
苦
と
思
う
も
の
に
は
、
恐
怖
せ
し
め
、
物
事
を
楽
と
感
ず
る
も
の
に
は
総
て
の
物
の

真
実
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
証
し
て
下
さ
る
。
（
西
の
覗
き
） 

　
理
智
不
二
の
自
性
は
不
動
で
あ
り
、
清
浄
で
あ
る
か
ら
我
と
か
他
と
か
の
差
別
な
く
、
一
体
寂

静
な
の
で
あ
る
か
ら
慮
智
戯
論
を
犯
さ
ず
、
自
性
の
体
は
自
菩
提
で
あ
る
と
感
ず
べ
き
で
あ
る
。

７ ８ 



不
生
滅
は
即
ち
不
去
来
で
あ
る
（
不
動
）
即
ち
理
智
不
二
の
自
性
な
の
で
す
。
不
動
如
来
の
実
体

は
阿
吽
を
合
し
て
大
明
王
を
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
慈
悲
を
摂
持
し
形
色
は
万
分
を
具
足
す
、
故

に
一
界
の
始
終
は
こ
の
一
尊
の
法
に
備
わ
る
の
で
あ
る
。 

⑤
、
修
験
数
息
観 

　
修
行
者
の
心
に
真
理
を
観
念
す
る
修
行
法
と
し
て
、
出
入
の
息
に
真
言
を
読
誦
す
る
事
に
よ

り
、
息
を
数
え
て
心
想
の
散
乱
を
停
止
し
心
を
鎮
め
る
事
に
よ
り
、
諸
法
の
真
相
を
証
得
し
仏
果

を
証
す
る
に
至
る
数
息
観
と
言
う
観
法
が
あ
る
。 

　
修
験
道
に
於
い
て
は
言
葉
と
か
念
想
を
以
っ
て
深
遠
の
境
地
に
接
し
、
そ
の
真
相
を
求
め
る
方

法
と
し
て
真
言
陀
羅
尼
を
読
誦
す
る
事
が
説
か
れ
て
い
る
。
真
言
陀
羅
尼
は
無
量
に
差
別
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の1

つ1

つ
は
皆 

如
来
の
境
地
を
表
し
て
い
る
。
即
ち
阿
字
吽
字
等
の
文
字
が
如
来

の
名
字
名
号
で
あ
る
こ
の
阿
字
吽
字
等
の
文
字
を
常
に
読
誦
し
憶
念
す
る
事
に
よ
り
遂
に
法
性
の

真
実
の
相
に
参
入
し
、
こ
の
文
字
を
通
じ
て
自
在
に
諸
法
の
実
相
を
観
ず
る
事
が
出
来
る
。 

　
こ
の
真
実
の
相
を
阿
字
第
一
命
吽
字
の
命
息
と
言
う
の
で
あ
る
。
吽
字
の
命
息
と
は
、
一
切
の

物
を
貫
い
て
永
遠
に
生
き
抜
い
て
い
る
生
命
の
当
体
に
し
て
、
即
ち
行
者
が
吽
字
を
読
誦
す
る

時
、
阿
吽
の
出
入
の
息
風
は
如
来
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
、
金
剛
堅
固
の
体
と
な
り
、
宇
宙
を
貫

く
生
命
体
で
あ
る
如
来
の
境
地
を
通
じ
仏
果
を
成
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
如
此
く
此
の
吽
字
は

一
切
如
来
の
真
実
の
妙
体
で
有
り
、
凡
ゆ
る
功
徳
は
皆
此
所
よ
り
生
ず
る
根
源
で
あ
る
。

　 　
次
に
阿
字
に
つ
い
て
言
え
ば
一
切
諸
法
は
因
縁
よ
り
生
じ
損
滅
増
益
が
あ
る
。
爾
し
て
そ
の
因

縁
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
は
、
修
行
者
の
心
中
に
我
見
我
慢
等
の
闇
黒
の
心
が
連
続
し
て
止
む
事
な

く
正
起
し
、
そ
れ
が
た
め
一
切
の
悪
業
を
表
現
し
続
け
る
に
至
る
。
こ
れ
が
修
行
者
の
真
知
を
悩

ま
す
根
本
原
因
で
あ
る
。
即
ち
無
明
と
云
う
迷
妄
の
根
源
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
た
め
、
何
時
迄
も

迷
路
よ
り
脱
却
す
る
事
が
出
来
な
く
、
諸
法
の
実
相
を
知
る
事
が
出
来
な
い
。 

　
然
ら
ば
此
の
無
明
を
除
く
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
れ
は
修
行
者
の
絶
え
間
な
き
修

行
に
よ
り
、
諸
法
の
真
実
の
相
を
照
了
す
る
明
智
を
獲
得
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
如
来
の
功
徳
宝

所
を
開
示
す
る
智
慧
を
得
る
事
で
あ
る
。
こ
の
智
慧
に
よ
り
こ
の
迷
妄
を
脱
却
し
た
時
、
そ
の
処

に
表
れ
た
真
知
は
修
行
者
の
心
内
奥
深
く
存
ず
る
仏
性
、
即
ち
如
実
知
自
心
で
あ
り
、
阿
字
諸
法

本
不
生
不
可
得
の
境
地
で
あ
る
。
之
を
一
切
智
々
と
云
い
そ
れ
を
体
現
す
る
も
の
が
大
日
如
来
で

あ
る
。 

こ
の
阿
字
諸
法
本
不
生
不
可
得
の
本
源
は
如
何
な
る
物
を
も
創
造
し
、
又
凡
て
の
物
の
所
依
で
あ

り
、
因
縁
の
事
相
に
囚
わ
れ
る
事
な
く
自
在
に
大
悲
の
行
を
施
し
て
い
る
。
即
ち
修
行
者
の
観
法

の
修
行
に
よ
り
本
尊
の
境
地
と
相
応
す
れ
ば
、
生
死
を
超
え
た
永
恒
の
生
命
に
生
き
る
不
生
不
滅

の
本
不
生
不
可
得
の
境
地
を
逮
得
す
る
事
が
出
来
る
。

９ 10 



　
此
く
て
修
行
者
が
今
床
堅
に
住
し
て
阿
吽
の
二
字
を
息
風
に
觀
じ
、
度
重
な
る
数
息
観
の
修
行

に
於
い
て
、
阿
字
吽
字
の
真
言
読
誦
を
重
ね
る
事
に
よ
り
、
迷
妄
に
囚
わ
れ
な
い
永
遠
の
生
命
と

し
て
の
阿
吽
の
二
字
を
観
察
し
、
諸
法
本
不
生
不
可
得
の
義
に
徹
し
、
自
身
即
仏
の
大
果
を
成
ず

る
事
が
出
来
る
と
共
に
、
修
行
者
自
ら
他
の
一
切
を
仏
果
に
導
か
ん
と
す
る
永
遠
の
生
命
と
し
て

隅
な
く
世
間
を
照
す
金
剛
堅
固
の
如
来
の
体
証
を
成
ず
る
事
が
出
来
る
。 

　
数
息
観
に
よ
り
凡
身
の
修
行
者
が
無
量
の
煩
悩
に
悩
ま
さ
れ
る
事
な
く
心
身
共
に
安
楽
の
境
地

に
安
住
し
、
如
来
の
広
大
な
る
大
慈
悲
の
感
応
を
受
け
、
現
身
に
於
い
て
仏
果
を
証
し
金
剛
堅
固

の
仏
身
を
成
ず
る
事
が
出
来
る
。
茲
に
数
息
観
に
依
る
仏
身
成
就
の
た
め
度
重
な
る
修
行
が
修
せ

ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

⑥
、
数
息
観
修
行
作
法 

　
着
座
。
普
礼
。
次
に
結
跏
趺
坐
法
界
定
印
を
結
び
臍
前
に
置
き
、
静
か
に
目
を
閉
じ
阿
吽
の
二

字
を
観
察
す
る
。
吐
く
息
に
阿
字
を
発
し
、
吸
う
息
に
吽
字
を
発
す
。 

　
次
に
字
輪
觀 

観
想
せ
よ
、
本
尊
の
心
月
輪
の
上
に
阿
吽
の
二
字
あ
り
、
阿
字
諸
法
本
不
生
不
可

得
な
り
。
吽
字
因
業
不
可
得
な
り
。
又
自
身
の
心
月
輪
の
上
に
阿
吽
の
二
字
あ
り
。
本
尊
の
誦
し

給
う
阿
吽
の
二
字
が
本
尊
の
御
口
よ
り
出
で
て
我
が
頂
上
よ
り
入
っ
て
心
月
輪
の
上
に
至
っ
て
住

す
。
我
が
誦
す
る
真
言
の
字
が
口
よ
り
出
で
て
本
尊
の
臍
輪
よ
り
入
っ
て
心
月
輪
の
上
に
至
っ
て

住
す
。 

　
此
く
の
如
く
観
じ
て
徐
々
と
し
て
阿
吽
の
真
言
百
八
遍
を
誦
す
。
即
ち
行
者
の
自
身
は
一
切
如

来
の
真
実
の
好
体
に
同
等
に
し
て
如
來
身
を
成
ず
。 

次
に
八
句
文
。
次
に
床
堅
に
住
す
。
次
に
大
日
如
来
真
言
オ
ン
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
七
遍
。

我
即
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
、
如
次
腰
腹
心
額
頂
、
不
改
自
身
名
即
身
、
覚
悟
此
分
為
成
仏
。 
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二
、
大
峯
山
【
山
名
】

　
奈
良
県
吉
野
山
か
ら
和
歌
山
県
の
熊
野
に
至
る
紀
伊
半
島
の
中
央
に
約
四
三
里
に
わ
た
っ
て
長

く
の
び
る
山
系
。
古
来
修
験
道
の
根
本
道
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
主
要
な
峰
に
は
、
大
天

井
ヶ
岳
、
山
上
ヶ
岳
、
稲
村
ヶ
岳
、
龍
ヶ
岳
、
大
普
賢
岳
、
国
見
岳
、
行
者
還
岳
、
弥
山
、
八
経
ヶ

岳
（
最
高
峰
、
一
九
一
五
ｍ
）
、
明
星
ヶ
岳
、
七
面
山
、
仏
生
岳
、
釋
迦
ヶ
岳
、
大
日
岳
、
地
蔵

岳
、
行
仙
岳
、
笠
捨
山
、
玉
置
山
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
〇
ｍ
を
越
え
る
高

峰
で
あ
る
。
こ
の
山
系
の
西
に
十
津
川
（
下
流
は
熊
野
川
）
が
流
れ
、
東
に
は
吉
野
川
が
流
れ
て

い
す
。
峰
か
ら
こ
の
両
側
に
注
ぐ
沢
に
は
滝
や
窟
が
多
い
が
、
峰
か
ら
峰
へ
の
台
地
上
は
比
較
的

平
坦
な
道
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
吉
野
か
ら
熊
野
へ
の
道
は
修
験
道
の
峰
入
道
で
、
途
中
に
大
峯

七
十
五
靡
と
呼
ば
れ
る
七
五
ヶ
所
の
霊
地
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。

　
北
端
の
山
上
ヶ
岳
は
現
在
も
女
人
禁
制
の
霊
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
上
ヶ
岳
に
は

金
剛
蔵
王
権
現
を
本
尊
と
し
、
役
小
角
を
も
あ
わ
せ
て
祀
っ
た
大
峯
山
寺
が
あ
る
。
ま
た
鐘
懸
、

お
亀
石
、
西
の
覗
な
ど
か
ら
な
る
表
行
場
、
胎
内
く
ぐ
り
、
平
等
岩
、
元
結
払
な
ど
か
ら
な
る
裏

行
場
、
そ
し
て
大
峯
山
寺
の
護
持
院
の
吉
野
の
東
南
院
、
喜
蔵
院
、
桜
本
坊
、
竹
林
院
の
宿
坊
が

あ
る
。
山
上
ヶ
岳
か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
小
篠
の
宿
は
当
山
派
修
験
の
拠
点
で
、
役
小

角
の
祀
っ
た
小
堂
と
護
摩
道
場
が
あ
る
。

　
こ
の
山
上
ヶ
岳
、
小
篠
を
支
え
た
集
落
が
、
役
小
角
の
弟
子
後
鬼
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
洞
川

（
吉
野
郡
天
川
村
）
で
、
こ
こ
に
は
真
言
宗
別
格
本
山
龍
泉
寺
が
あ
る
。

　
大
峯
山
中
の
ほ
ぼ
中
央
の
弥
山
に
は
、
天
川
弁
財
天
社
の
奥
ノ
院
が
あ
る
。
こ
の
社
は
吉
野
熊

野
宮
と
も
い
わ
れ
、
弥
山
は
天
川
部
落
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
弥
山
か
ら
約
一
〇
キ

ロ
の
と
こ
ろ
に
釋
迦
ヶ
岳
が
あ
り
、
山
頂
に
釈
迦
如
来
の
銅
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
下
の

鞍
部
が
本
山
派
修
験
の
灌
頂
道
場
で
、
大
峯
山
中
台
と
も
い
わ
れ
る
深
仙
で
あ
る
。
深
仙
近
く
に

は
大
日
ヶ
岳
な
ど
の
行
場
が
あ
る
。
こ
の
深
仙
を
守
っ
て
活
躍
し
た
の
が
前
鬼
部
落
の
修
験
で
あ

る
。
前
鬼
の
近
く
に
は
、
三
重
の
滝
、
金
胎
窟
、
天
の
二
八
宿
な
ど
か
ら
な
る
前
鬼
裏
行
場
が
あ

る
。
前
鬼
の
南
に
は
持
経
宿
、
笠
捨
山
、
玉
置
山
な
ど
の
霊
地
が
あ
る
。
と
く
に
玉
置
山
は
熊
野

本
宮
の
奥
ノ
院
と
い
わ
れ
る
霊
地
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
熊
野
本
宮
、
熊
野
川
を
下
り
、
新

宮
か
ら
海
岸
に
沿
っ
て
那
智
へ
と
道
場
が
の
び
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
大
峯
山
は
伝
説
で
は
役
小
角
が
修
行
し
て
金
剛
蔵
王
権
現
を
感
得
し
、
の
ち
に
平
安
時
代
に

な
っ
て
醍
醐
三
宝
院
を
開
い
た
聖
宝
が
中
興
し
た
修
験
道
場
と
い
わ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
末
頃

に
は
、
、
こ
の
大
峯
へ
の
入
口
に
あ
て
る
熊
野
と
吉
野
の
金
峯
山
（
山
上
ヶ
岳
）
が
修
験
者
の
拠

点
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
末
に
な
る
と
、
こ
の
う
ち
の
熊
野
の
修
験
者
達
は
聖
護
院
と

結
び
つ
き
本
山
派
と
呼
ば
れ
る
宗
派
を
つ
く
っ
た
。
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一
方
室
町
時
代
末
に
は
大
峯
山
中
の
小
篠
に
拠
っ
た
修
験
者
た
ち
は
当
山
派
と
呼
ば
れ
る
宗
派

を
形
成
し
た
。
本
山
派
は
熊
野
か
ら
吉
野
へ
と
峰
入
し
、
当
山
派
は
こ
の
逆
の
コ
ー
ス
を
と
っ

た
。
前
者
を
順
峰
、
後
者
を
逆
峰
を
呼
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
中
世
末
以
降
は
ほ
と
ん
ど
逆
峰
で

あ
っ
た
。
近
世
中
期
以
降
に
な
る
と
、
庶
民
た
ち
が
講
を
結
ん
で
大
峯
山
に
登
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
こ
れ
ら
の
講
は
、
吉
野
か
ら
熊
野
へ
の
奥
駈
け
よ
り
も
、
む
し
ろ
山
上
ヶ
岳
の
み
に
登

る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。
な
お
、
教
義
の
上
で
は
大
峯
山
は
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
曼
荼
羅
と
さ

れ
、
こ
の
山
で
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
修
験
道
辞
典
）

三
、
山
伏
名
義
【
思
想
】

　
修
験
者
を
意
味
す
る
山
伏
（
や
ま
ぶ
し
）
、
修
験
（
し
ゅ
げ
ん
）
、
客
僧
（
き
ゃ
く
そ
う
）
の

通
称
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
宗
教
的
性
格
や
、
修
験
道
の
教
義
を
と
く
こ
と
か
ら
、
教
義
で
は
「
三

種
名
義
」
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
や
ま
ぶ
し
に
は
「
山
伏
」
の
ほ
か
、
「
山
臥
」
の
表
記
も
用

い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
両
者
を
立
て
て
四
種
と
し
て
、
「
四
種
名
義
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。

「
山
伏
名
義
」
は
、
室
町
時
代
末
頃
、
修
験
道
の
教
義
書
で
と
か
れ
、
以
後
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
語
義
の
う
え
で
は
、
や
ま
ぶ
し
は
山
に
臥
し
野
に
臥
す
宗
教
者
、
修

験
は
山
岳
修
行
に
よ
り
呪
験
を
修
め
て
効
験
を
あ
ら
わ
す
者
、
客
僧
は
諸
国
を
修
行
・
遍
歴
す
る

者
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
修
験
道
で
は
「
所
修
の
理
法
に
依
っ
て
能
く
修
行
者
の

名
字
と
為
す
」
（
『
修
験
三
十
三
通
記
』
）
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
名
称
が
修
験
道
の
教
義

に
即
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
山
伏
は
、
能
詮
・
所
証
不
二
の
名
義
と
さ
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
「
四
種
名
義
」
を
と
く
場
合
は
、
山
伏
と
山
臥
の
二
つ
を
対
比
さ
せ
て
、
山

伏
は
、
始
覚
修
生
・
従
因
至
果
、
山
臥
は
本
有
本
覚
・
従
果
向
因
を
示
す
と
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
「
山
伏
」
は
、
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
も
の
を
さ
し
、
「
山
臥
」
は
本
来
悟
り
の
性
す
な

わ
ち
凡
聖
互
具
の
性
格
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
や
ま
ぶ
し
の
二
種
の
表

記
で
あ
る
「
山
伏
」
と
「
山
臥
」
が
そ
れ
ぞ
れ
始
覚
と
本
覚
と
さ
れ
る
た
め
、
や
ま
ぶ
し
は
始
本

相
対
の
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
修
験
道
で
は
、
こ
の
山
伏
と
山
臥
の
「
伏
」
と
「
臥
」
の
字

義
の
違
い
を
記
し
た
切
紙
「
臥
伏
二
字
之
事
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
次
に
修
験
は
修
行
者
が
自
分

自
身
本
有
本
覚
六
大
法
界
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
修
行
に
よ
っ
て
そ
の
六
大
法
界
本
有
の
性
得
を

実
証
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
ま
た
修
は
始
覚
、
験
は
本
覚
で
修
験
者
が
こ
の
始
覚
・
本
覚
の

修
行
を
双
修
す
べ
き
こ
と
を
示
す
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
客
僧
は
諸
山
を
遍
歴
し
て
定
住

す
る
こ
と
を
し
な
い
こ
と
か
ら
、
一
切
の
も
の
に
執
着
し
な
い
存
在
と
さ
れ
、
そ
の
境
地
を
始
本

不
二
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
山
伏
名
義
で
は
、
「
や
ま
ぶ
し
」
は
山
伏
が
始
覚
で
山
臥
が
本

覚
ゆ
え
始
本
相
対
、
修
験
は
修
は
始
覚
で
験
は
本
覚
ゆ
え
始
本
双
修
、
客
僧
は
執
着
し
な
い
ゆ
え

始
本
不
二
と
い
う
よ
う
に
、
天
台
本
覚
思
想
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
験
者
が
修
行
の
結
果
、

絶
対
不
二
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
修
験
道
辞
典
）
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四
、
山
伏
　
【
組
織
】

　
修
験
道
の
宗
教
的
指
導
者
。
山
臥
と
も
書
き
、
修
験
者
と
も
い
う
。
山
野
に
伏
し
て
修
行
し
、

験
力
を
獲
得
し
た
こ
と
か
ら
、
山
伏
ま
た
は
修
験
と
い
わ
れ
た
、
山
伏
は
頭
巾
を
い
た
だ
き
、
鈴

懸
を
身
に
ま
と
い
、
法
螺
を
吹
き
、
笈
を
背
負
う
と
い
う
独
特
の
衣
鉢
を
す
る
。
山
伏
は
奈
良
時

代
の
卓
越
し
た
山
林
修
行
者
で
あ
る
役
小
角
を
伝
説
上
の
開
祖
と
し
、
平
安
末
期
ま
で
に
は
全
国

各
地
の
主
要
な
山
岳
ご
と
に
集
団
を
形
成
し
た
。
な
か
で
も
出
羽
三
山
・
立
山
・
白
山
・
戸
隠
・

大
峯
山
・
葛
城
山
・
石
鎚
山
・
大
山
・
英
彦
山
・
宝
満
山
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
山
々

に
依
拠
し
た
山
伏
は
、
の
ち
に
天
台
系
の
本
山
派
と
真
言
宗
の
当
山
派
に
包
摂
さ
れ
、
本
山
派
は

聖
護
院
、
当
山
派
は
醍
醐
の
三
宝
院
が
統
轄
し
た
。

　
山
伏
は
山
岳
修
行
の
結
果
、
仏
と
し
て
の
力
（
験
力
）
を
獲
得
し
た
と
称
し
て
、
加
持
祈
禱
・

調
伏
・
憑
き
も
の
落
し
な
ど
の
呪
術
宗
教
的
活
動
を
行
な
い
、
庶
民
の
宗
教
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
た
。
山
岳
を
中
心
と
し
た
地
理
に
明
る
い
こ
と
か
ら
、
中
世
に
は
徒
党
を
組
ん
で
威

勢
を
は
り
、
政
治
・
軍
事
に
も
関
係
し
、
戦
乱
の
際
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
源
義
経
・

弁
慶
の
よ
う
に
、
身
の
安
全
を
は
か
る
た
め
に
山
伏
に
姿
を
変
え
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
。

　
な
お
、
修
験
道
の
教
義
で
は
山
伏
の
二
字
を
説
明
し
て
、
「
山
」
の
縦
三
画
と
横
一
画
は
三
身

即
一
・
三
部
一
体
・
三
諦
一
念
を
示
し
、
人
偏
と
犬
か
ら
な
る
「
伏
」
は
煩
悩
即
菩
提
無
明
法
性

不
二
を
示
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
山
伏
の
字
は
修
生
で
従
因
至
果
、
山
臥
の
字
は
本
有
で
従
果
向

因
を
示
す
と
も
さ
れ
て
い
る
。
（
修
験
道
辞
典
）
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五
、
役
小
角
　
【
人
名
】

　
七
〜
八
世
紀
ご
ろ
、
大
和
の
葛
城
山
に
い
た
宗
教
者
。
の
ち
に
修
験
道
の
開
祖
に
仮
託
さ
れ
、

役
優
塞
・
役
行
者
・
行
者
さ
ん
・
神
変
大
菩
薩
と
呼
ば
れ
て
崇
め
ら
れ
た
。
役
小
角
に
関
す
る
正

史
の
初
出
は
、
『
続
日
本
記
』
の
文
武
天
皇
三
年
（
六
九
九
）
五
月
二
四
日
条
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
役
小
角
は
葛
城
山
に
住
ん
で
そ
の
呪
術
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
能
力
を
妬
ん
だ
弟
子
の
韓
国
連
広
足
が
、
小
角
が
妖
言
を
も
っ
て
人
々
を
惑
わ
し
て
い
る
と
讒

言
し
た
た
め
に
、
朝
廷
で
は
彼
を
伊
豆
島
に
配
流
し
た
。
世
間
で
は
小
角
は
鬼
神
を
使
役
し
て
水

を
汲
み
、
薪
を
と
ら
せ
、
も
し
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
に
は
呪
縛
し
た
と
い
う
。

　
な
お
小
角
は
、
当
時
葛
城
山
麓
で
勢
力
を
ふ
る
っ
た
加
茂
氏
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
と
さ

れ
た
韓
国
連
広
足
は
の
ち
に
宮
廷
の
呪
禁
師
と
な
り
、
外
従
五
位
下
の
位
を
あ
た
え
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
。
こ
の
広
足
が
小
角
の
弟
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
小
角
が
当
時
優
れ
た
宗

教
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
小
角
は
す
で
に
奈
良
時
代
か
ら
傑
出
し
た
呪
術
者
・
験
者
と
し
て
伝
承
化
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
葛
城
山
の
岩
窟
で
修
行
し
て
孔
雀
明
王
の
呪
法
を
修
め
、
鬼
神
を
使

役
し
て
大
和
の
金
峯
山
と
葛
城
山
と
の
間
に
橋
を
架
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
従

わ
ず
小
角
に
呪
縛
さ
れ
た
葛
城
山
の
一
言
主
神
の
讒
言
で
伊
豆
島
に
配
流
さ
れ
た
。

　
の
ち
に
許
さ
れ
た
が
仙
人
と
な
っ
て
飛
び
去
り
、

道
昭
が
新
羅
で
法
華
経
を
講
じ
た
席
に
現
れ
た
と
の

話
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
や
が
て
平
安
時
代
の
末
か

ら
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
大
峯
山
や
熊
野
な
ど
に
修
験

者
の
拠
点
が
作
ら
れ
る
と
、
役
小
角
は
彼
ら
の
理
想

と
す
る
修
行
者
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
役
行
者
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
役
行
者
が
大

峯
山
中
で
七
度
も
生
ま
れ
か
わ
っ
て
修
行
し
た
、
母
の
た
め
に
千
塔
を
造
立
し
て
供
養
し
、
そ
の

旨
を
記
し
た
縁
起
を
神
仙
の
三
重
の
岩
屋
に
お
さ
め
た
、
金
剛
蔵
王
権
現
を
湧
出
さ
せ
て
修
験
道

の
本
尊
と
し
た
、
種
々
の
穢
れ
を
払
っ
て
熊
野
に
参
拝
し
た
、
な
ど
の
伝
承
が
作
ら
れ
た
（
『
諸

山
縁
起
』
）
。

　
や
が
て
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
に
な
っ
て
修
験
教
団
が
確
立
す
る
と
、
役
行
者
は
修
験
道

の
開
祖
を
さ
れ
、
そ
の
本
年
は
大
日
如
来
で
、
母
が
独
鈷
を
飲
ん
だ
夢
を
見
て
受
胎
し
、
成
人
後

は
箕
面
山
で
龍
樹
菩
薩
か
ら
秘
法
を
伝
授
せ
れ
た
と
の
神
話
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
各
地
の
修
験
霊

山
で
は
、
役
行
者
を
開
山
と
す
る
縁
起
が
作
ら
れ
た
。
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そ
し
て
室
町
時
代
末
に
は
、
役
行
者
の
本
縁
、
出
生
、
箕
面
受
法
、
蔵
王
権
現
感
得
、
二
鬼
随

従
、
諸
山
巡
錫
、
伊
豆
配
流
、
形
像
な
ど
を
記
し
た
本
格
的
な
伝
記
『
役
行
者
本
記
』
が
成
立
し

た
。
ま
た
、
頭
巾
を
か
ぶ
り
袈
裟
を
か
け
、
手
に
は
錫
杖
と
経
巻
を
持
ち
岩
窟
に
腰
か
け
、
前

鬼
、
後
鬼
を
従
え
た
像
も
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
『
役
君
形
生
記
』
『
役
行

者
顛
末
秘
蔵
記
』
『
役
君
伝
記
』
『
役
行
者
霊
験
記
』
『
役
公
徴
業
録
』
『
役
行
者
御
伝
記
図
会
』

な
ど
、
数
多
く
の
伝
記
が
著
わ
さ
れ
た
。
ま
た
講
式
や
和
讃
も
作
ら
れ
、
そ
の
供
養
の
法
会
や
追

善
の
法
要
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
大
宝
元
年
６
月
７
日
没

　
そ
し
て
寛
政
八
年
（
一
七
九
九
）
の
一
千
百
年
の
御
遠
忌
に
は
、
神
変
大
菩
薩
の
諡
号
が
授
け

ら
れ
、
そ
れ
以
後
、
現
在
ま
で
「
神
変
大
菩
薩
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
（
修
験
道
辞
典
）

六
、
聖
宝
【
人
名
】

　
理
源
大
師
。
当
山
派
修
験
の
祖
と
仰
が
れ
た
平
安
初
期
の
真
言
僧
。
天
長
九
年
（
八
三
二
）
京

都
に
生
ま
れ
た
。
父
は
兵
部
大
丞
葛
声
王
で
、
天
智
天
皇
の
孫
春
日
親
王
の
、
四
世
の
後
胤
に
あ

た
る
（
元
明
天
皇
の
後
胤
、
兵
部
太
輔
葛
野
王
の
子
と
も
）
。
幼
名
は
恒
蔭
王
。
承
和
一
四
年

（
八
四
七
）
空
海
の
実
弟
真
雅
に
従
っ
て
出
家
し
、
元
興
寺
願
暁
と
円
宗
か
ら
三
論
を
、
東
大
寺

平
仁
か
ら
法
相
を
、
同
寺
玄
永
よ
り
華
厳
を
、
そ
れ
ぞ
れ
学
ん
だ
。
ま
た
こ
の
頃
、
金
峯
山
で
修

行
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
三
八
歳
の
と
き
に
維
摩
会
の
竪
義
を
勤

め
、
賢
聖
義
お
よ
び
二
空
比
量
の
教
説
を
立
て
、
主
と
し
て
三
論
の
立
場
か
ら
衆
議
を
論
破
し

た
。

　
そ
の
後
京
都
に
も
ど
っ
て
真
言
密
教
の
修
行
に
つ
と
め
、
貞
観
一
三
年
（
八
七
一
）
師
真
雅
よ

り
無
量
寿
法
を
受
学
、
一
六
年
に
密
乗
修
行
の
道
場
と
し
て
醍
醐
寺
を
創
建
。
翌
年
東
大
寺
に
東

南
院
を
興
し
、
三
論
真
言
兼
学
の
道
場
と
な
し
た
。
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
高
野
山
に
登
り
真
然

よ
り
両
部
大
法
を
受
け
、
元
慶
八
年(

八
八
四)

東
寺
に
お
い
て
南
池
院
源
仁
よ
り
伝
法
灌
頂
を
授

受
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
） 

こ
の
灌
頂
を
公
認
さ
れ
て
伝
法
阿
闍
梨
位
を
授
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
三
論
宗
を
主
と
す
る
南
都
教
学
な
ら
び
に
真
言
密
教
を
修
め
て
阿
闍
梨
位
に
達

し
、
以
後
宗
教
界
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
貞
観
寺
座
主
に
任

ぜ
ら
れ
て
か
ら
京
都
仏
教
界
の
主
力
と
な
り
、
同
七
年
（
八
九
五
） 

に
東
寺
二
長
者
、
延
喜
元
年

（
九
〇
一
）
に
大
僧
都
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
） 

権
僧
正
・
東
大
寺
別
当
、
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）

に
僧
正
・
東
寺
一
長
者
に
進
み
真
言
教
界
の
最
高
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
同
九
年
（
九
〇
九
）

七
月
六
日 

深
草
普
明
寺
に
て
病
没
。
と
く
に
事
相
に
す
ぐ
れ
、
日
食
や
祈
雨
の
修
法
に
験
力
を
示

し
た
と
い
わ
れ
、
実
際
に
「
七
日
御
修
法
」
や
「
孔
雀
経
法
」
な
ど
の
修
法
を
行
な
っ
た
記
録
も

あ
る
。
ま
た
聖
宝
の
法
流
は
観
賢
・
淳
祐
・
元
杲
を
経
て
、
仁
海
（
九
五
五
〜
一
〇
四
六
） 

の
時

代
に
小
野
流
に
統
合
さ
れ
た
。
（
小
野
は
醍
醐
寺
の
北
に
隣
接
） 

小
野
流
は
醍
醐
寺
を
拠
点
と
し

た
た
め
、
開
山
者
聖
宝
を
派
祖
と
し
た
。
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な
お
修
験
道
界
で
は
、
一
般
に
聖
宝
は
当
山
派
の
派
祖
・
大
峯
の
中
興
者
、
恵
印
院
灌
頂
の
始

修
者
と
さ
れ
る
。
ま
ず
大
峯
の
中
興
伝
承
は
、
大
筋
は
聖
宝
が
大
峯
山
で
大
蛇
を
退
治
し
、
役
小

角
以
来
絶
え
て
い
た
峰
入
を
再
興
さ
せ
た
と
す
る
も
の
で
、
中
世
に
成
立
し
た
伝
承
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
大
峯
を
中
興
し
た
聖
宝
が
そ
こ
で
役
小
角
に
出
会
い
、
小
角
に
導
か
れ
た
聖
宝
が
龍
樹
菩

薩
か
ら
小
角
を
へ
て
理
智
不
二
の
秘
密
濯
頂
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
霊
異
相
承
と
恵
印
濯
頂
の
始

修
伝
承
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
近
世
当
山
派
が
、
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
の
吉
野
鳥
栖
鳳
閣
寺
に
お
け
る
聖
宝
始
修
の

恵
印
灌
頂
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
創
作
し
た
伝
承
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
吉
野
で
の
灌
頂

自
体
、
史
実
で
あ
る
か
疑
わ
し
く
、
近
世
期
の
創
作
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
聖

宝
に
関
す
る
種
々
の
伝
承
は
、
当
山
派
修
験
の
形
式
に
と
も
な
い
そ
の
都
度
、
創
作
・
変
形
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
理
源
大
師
の
誼
号
を
賜
っ
た
。
（
修
験
道
辞

典
）

七
、
当
山
派
【
組
織
】

　
天
台
系
本
山
派
と
と
も
に
日
本
の
修
験
道
界
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
勢
力
を
も
っ
た
真
言
密
教
系

の
修
験
宗
派
。
本
山
派
と
同
様
、
金
峯
山
・
大
峯
山
・
熊
野
三
山
・
葛
城
山
を
修
行
の
根
本
道
場

と
し
た
。

　
聖
宝
（
理
源
大
師
）
の
金
峯
山
復
興
と
入
山
修
行
を
契
機
に
集
団
が
形
成
さ
れ
た
の
で
、
聖
宝

を
派
祖
と
す
る
。
役
行
者
の
大
峯
科 

後
大
蛇
が
出
現
し
て
山
伏
道
が
断
絶
し
た
が
、
寛
平
七
年

（
八
九
五
）
に
聖
宝
が
こ
れ
を
退
治
し
て
入
峰
を
再
興
し
た
と
か
、
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
） 
四
月

吉
野
郡
鳥
住
百
螺
山
真
言
院
鳳
閣
寺
で
聖
宝
が
峰
授
の
秘
密
濯
頂
式
を
行
な
い
、
弟
子
た
ち
に
修

験
の
法
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
が
、
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
聖
宝
の
流
れ
を

く
み
聖
宝
の
跡
を
慕
う
近
畿
地
方
の
真
言
系
山
岳
寺
院
の
修
験
者
た
ち
が
相
寄
っ
て
「
当
山
方
大

峯
正
大
先
達
衆
」
の
仲
間
集
団
を
結
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
諸
国
に
同
行
袈
裟
下
修
験
を
支
配
し
、

こ
れ
を
引
率
し
て
毎
年
金
峯
・
大
峯
か
ら
熊
野
三
山
、
葛
城
山
へ
と
集
団
入
峰
し
、
峰
中
儀
式
を

執
り
行
な
い
、
袈
裟
・
諸
官
位
を
免
許
し
、
一
派
を
維
持
・
経
営
し
た
。
聖
宝
の
聞
い
た
醍
醐
寺

あ
る
い
は
そ
の
塔
頭
三
宝
院
が
主
導
的
立
場
で
当
山
派
を
組
織
し
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
証
明
す
る
資
料
は
な
い
。
当
山
大
峯
正
大
先
達
は
、
聖
宝
が
大
蛇
を
退
治
し
た
の
ち
三
六
所
の

先
達
を
選
ん
で
入
峰
せ
し
め
た
も
の
で
、
醍
醐
帝
の
勅
願
寺
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
る
が
、
聖
宝
の

時
代
に
三
六
先
達
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
和
郡
山
市
の
松
尾
寺
に

所
蔵
さ
れ
る
大
峯
正
大
先
達
仲
間
文
書
に
よ
れ
ば
、
一
六
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
か
け
て
、

ほ
ぼ
そ
れ
に
近
い
数
の
先
達
寺
院
が
大
和
を
中
心
に
紀
伊
・
和
泉
・
摂
津
・
山
城
・
近
江
・
伊
勢

な
ど
に
拡
が
っ
て
散
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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そ
れ
が
、
近
世
に
入
っ
て
休
職
す
る
も
の
が
続
出
し
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
は
大
和
の
三

輪
山
平
等
寺
・
内
山
永
久
寺
・
菩
提
山
正
暦
寺
宝
蔵
院
・
超
昇
寺
・
高
天
寺
・
霊
山
寺
・
松
尾
寺
・

吉
野
山
桜
本
坊
、
紀
伊
の
高
野
山
金
剛
峯
寺
行
人
方
、
近
江
の
飯
道
寺
梅
本
院
・
同
寺
岩
本
院
、

伊
勢
の
世
義
寺
の
一
二
先
達
と
な
り
、
以
後
幕
末
ま
で
そ
の
面
々
で
継
続
さ
れ
る
。

　
当
山
派
は
上
記
の
大
峯
正
大
先
達
仲
間
で
運
営
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
中
世
に
お
い
て
そ
の
上

に
立
つ
法
頭
は
な
か
っ
た
が
、
慶
長
年
中
、
本
山
派
と
袈
裟
争
い
が
起
き
た
の
を
機
会
に
、
当
山

先
達
衆
は
自
派
を
有
利
に
導
く
た
め
醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
義
演
准
后
に
取
り
入
り
、
そ
の
折
衝
方

を
依
頼
し
た
。
諸
先
達
仲
間
が
こ
の
と
き
は
じ
め
て
棟
梁
に
願
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
五
月
二
一
日
、
駿
府
に
お
い
て
徳
川
家
康
が
裁
断
し
、
修
験
道
は

前
か
ら
の
よ
う
に
筋
目
に
よ
っ
て
入
峰
す
べ
き
で
あ
り
ま
た
当
山
・
本
山
は
そ
れ
ぞ
れ
別
派
で
あ

り
諸
役
な
ど
互
い
に
混
乱
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
掟
を
三
宝
院
、
聖
護
院
両
門
跡
を
通
じ
て
発

令
し
た
。
同
年
六
月
六
日
に
秀
忠
も
同
文
の
掟
書
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
結
果
に
お
い

て
当
山
派
の
法
頭
は
三
宝
院
門
主
で
あ
る
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
後
、
三
宝
院
門
跡
は
当
山
派
の
棟
梁
と
し
て
大
峯
正
大
先
達
衆
の
上
に
君
臨
し
、
一
派
を
取

り
仕
切
る
こ
と
に
な
る
。
大
峯
正
大
先
達
出
職
者
は
、
毎
年
大
峰
の
夏
の
花
供
峰
と
秋
の
逆
峰
の

二
峰
に
参
加
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
入
峰
度
数
に
応
じ
て
先
達
の
席
次
が
き
め

ら
れ
、
峰
中
諸
儀
式
を
執
行
し
た
。

　
席
次
は
一
年
ご
と
に
次
第
昇
進
す
る
も
の
で
、
最
後
は
仲
間
の
重
立
で
あ
る
三
ノ
宿
、
二
ノ

宿
、
次
い
で
一
臈
の
大
宿
を
勤
め
、
退
職
す
る
。
先
達
数
の
減
少
し
た
近
世
に
お
い
て
は
こ
の
形

は
と
れ
な
く
な
り
、
同
一
人
が
長
年
に
わ
た
っ
て
同
一
座
位
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
大
宿
は

舒
明
天
皇
の
勅
印
、
二
ノ
宿
は
役
行
者
の
霊
印
と
称
す
る
も
の
を
相
承
し
、
逆
峰
入
峰
の
と
き
大

峯
の
秘
所
小
笹
に
お
い
て
、
官
職
補
任
状
の
実
名
の
下
に
こ
れ
を
捺
し
て
許
し
た
。
法
頭
を
戴
い

た
近
世
に
は
、
三
ノ
宿
が
聖
宝
の
印
（
ま
た
は
三
宝
院
門
跡
の
印
と
も
い
う
） 

と
い
わ
れ
る
も
の

を
持
ち
、
こ
れ
を
加
え
た
三
判
を
三
宿
の
実
名
の
上
に
捺
し
て
許
可
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諸
先

達
は
各
自
の
袈
裟
下
修
験
を
諸
国
に
持
ち
、
そ
れ
ら
を
引
率
し
て
大
峯
に
集
団
入
峰
し
、
峰
中
儀

式
を
執
り
行
な
っ
た
の
ち
先
達
仲
間
と
し
て
官
職
を
与
え
る
形
を
と
っ
た
。

　
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
） 

七
月
、
三
宝
院
高
賢
准
后
は
三
宝
院
門
跡
と
し
て
は
じ
め
て
大
峯
山

に
入
峰
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
門
跡
が
醍
醐
に
お
い
て
出
世
諸
官
位
の
補
任
を
免
許
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
諸
先
達
は
こ
れ
を
「
居
官
の
補
任
」
と
称
し
、
そ
の
中
止
方
を
申
し
入
れ
た
が
聞
き
入

れ
が
な
く
、
さ
ら
に
門
跡
は
山
伏
極
官
の
先
達
法
印
が
着
用
す
る
磨
紫
金
袈
裟
を
許
す
よ
う
に
な

る
。
元
禄
期
に
な
る
と
、
諸
国
修
験
の
中
に
こ
れ
ま
で
の
袈
裟
頭
、
帳
元
の
ほ
か
に
中
老
職
を
設

け
た
り
、
三
宝
院
が
独
自
に
袈
裟
筋
を
吟
味
し
た
り
人
別
に
役
銀
を
徴
収
し
た
り
し
た
。
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そ
し
て
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
七
月
、
高
賢
は
二
回
目
の
大
峯
入
峰
を
し
た
が
、
そ
の
前

年
、
江
戸
戒
定
慧
院
俊
尊
を
直
袈
裟
に
転
じ
、
和
州
鳥
住
村
百
螺
山
鳳
閣
寺
の
住
持
職
を
仰
せ
つ

け
、
今
後
の
衣
躰
お
よ
び
座
席
な
ど
を
正
大
先
達
並
と
し
た
。
こ
の
後
戒
定
慧
院
は
鳳
閣
寺
を
名

乗
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
鳳
閣
寺
を
諸
国
総
袈
裟
頭
と
し
、
鳳
閣
寺
下
知
を
も
っ
て
当
山
方

修
験
の
差
配
、
修
験
道
の
諸
法
式
、
公
事
の
沙
汰
ま
で
執
り
行
な
わ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
三
宝
院

直
末
の
修
験
も
生
ま
れ
て
く
る
が
、
総
体
的
に
み
て
正
大
先
達
衆
と
三
宝
院
門
跡
の
両
方
か
ら
諸

官
位
の
免
状
を
も
ら
う
修
験
が
多
く
な
る
。

　
三
宝
院
を
大
本
寺
、
正
大
先
達
寺
院
を
中
本
寺

な
ど
と
も
い
う
が
、
当
山
派
は
複
雑
な
二
重
の
支

配
構
造
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
当
山
派
に

は
古
来
、
伊
勢
方
・
熊
野
方
・
地
客
方
と
称
さ
れ

る
三
派
が
あ
っ
た
伊
勢
方
は
伊
勢
世
義
寺
の
門
徒

で
専
ら
神
子
・
守
子
の
こ
と
を
掌
り
、
熊
野
方
は

古
く
は
熊
野
願
と
称
さ
れ
た
も
の
、
地
客
方
は
国

峰
の
国
先
達
に
つ
い
て
年
度
昇
進
す
る
山
伏
を

い
っ
た
。

　
正
大
先
達
衆
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
醍
醐
寺
山
内
の
中
性
院
や
松
尾
寺
真
如
心

院
が
新
た
に
加
わ
り
、
ま
た
中
絶
し
た
内
山
先
達
の
跡
を
松
尾
寺
福
園
院
が
継
ぐ
な
ど
、
新
た
な

動
き
も
見
ら
れ
た
が
、
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
明
治
五
年
九
月
の

修
験
宗
廃
止
令
で
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
（
修
験
道
辞
典
）

八
、
小
篠
の
宿
【
地
名
】

大
峯
七
十
五
靡
の
う
ち
六
六
番
目
の
靡
。
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
洞
附
字
小
篠
に
あ
る
。
標

高
一
一
一
六
メ
ー
ト
ル
。
山
上
ヶ
岳
か
ら
熊
笹
の
茂
る
尾
根
道
を
約
五
キ
ロ
ほ
ど
進
む
と
丘
陵
上

の
台
地
に
あ
る
小
篠
に
い
た
る
。
大
峯
寺
の
奥
の
院
に
あ
た
る
。
こ
の
地
は
、
当
山
派
修
験
の
祖

聖
宝
が
役
行
者
の
手
引
き
で
龍
樹
か
ら
秘
法
を
伝
授
さ
れ
た
土
地
と
さ
れ
、
当
山
派
で
は
峰
中
最

大
の
霊
地
と
さ
れ
て
い
る
。
帝
相
仏
・
剣
光
童
子
の
宿
所
と
さ
れ
、
近
世
期
に
は
当
山
派
逆
峰
の

灌
頂
所
と
し
て
本
堂
・
祖
師
堂
・
行
者
堂
・
先
達
宿
坊
な
ど
四
〇
を
超
え
る
坊
が
建
て
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
近
く
に
は
護
摩
場
・
大
黒
天
・
茶
吉
尼
天
・
慈
童
子
・
胎
内
の
岩
屋
な
ど
の
行
場
が
あ

る
。
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当
山
派
で
は
修
行
成
就
の
山
伏
に

交
付
さ
れ
る
袈
裟
・
官
位
な
ど
の

免
許
を
こ
こ
で
わ
た
し
て
い
た
。

近
世
期
に
は
本
山
派
も
こ
こ
を
行

場
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
峰
中
最

重
要
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
。
現

在
は
堂
坊
は
退
転
し
、
行
者
堂
を

残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
小
篠

の
宿
の
近
く
に
は
、
役
小
角
が
法

華
経
を
お
さ
め
た
経
筥
石
の
あ
る

「
普
賢
の
宿
」
（
六
三
番
目
の

靡
）
や
日
蔵
を
は
じ
め
数
多
く
の

修
験
者
が
冬
籠
り
し
た
有
名
な

「
笙
の
岩
屋
（
窟
）
」
（
六
二
番

目
の
靡
）
な
ど
が
あ
る
。
（
修
験

道
辞
典
）

九
、
花
供
の
峰
【
儀
礼
】

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
峰
中
の
霊
地
に
花
を
供
え
る
峰
入
を
い
う
。
初
期
の
花
供
の

峰
は
近
世
期
に
当
山
派
が
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
吉
野
郡
洞
川
の
龍
泉
寺
か
ら
山
上
ヶ
岳
に
登

り
、
山
上
蔵
王
堂
を
経
て
小
篠
に
至
り
、
洞
川
ま
た
は
吉
野
に
出
峰
す
る
も
の
で
、
四
月
晦
日
、

当
山
派
諸
先
達
お
よ
び
山
伏
は
龍
泉
寺
に
集
合
し
、
一
週
間
ほ
ど
精
進
の
参
籠
を
し
た
後
、
五
月

六
日
よ
り
一
一
日
ま
で
山
上
ヶ
岳
に
登
山
し
、
諸
堂
に
勤
行
供
花
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も

こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
末
に
金
峯
山
で
行
な
わ
れ
て
い
た
五
月
九
日
出
峰
の
花
供
山
臥
峰
入
の
流
れ

を
く
む
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
現
在
、
醍
醐
三
宝
院
で
は
六
月
七
日
に
出
立
し
、

洞
川
龍
泉
寺
を
経
て
小
篠
へ
至
る
花
供
入
峰
を
行
っ
て
い
る
（
修
験
道
辞
典
）

　
明
治
四
十
四
年
六
月
二
日
三
寳
院
門
跡
四
十
二
代
和
氣
宥
雄
大
僧
正
が
花
供
入
峰
を
再
興

さ
れ
る
。
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